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那須観測所でのパルサー観測のためHDDアレイの開発をした。現在は、那須観測所は 20mの球面鏡が 8台完
成し、スイッチングを用いた 2アンテナ観測を行っている。今回開発した HDDアレイは 2ch、20MHz複素 (直
交)サンプリングデータを 80GのHDD4台に分割し書き込むことができる。パルサーの観測のため、書き込んだ
後、データを FFTを用いた分散除去デジタルフィルタリング解析を行う。HDDアレイまでの流れは次のように
なる。8台の 20mアンテナからのベースバンドデータを 20MHz複素 (直交)サンプリングで AD変換し FFTプ
ロセッサにより空間 FFTを行う。空間 FFTにより方向ごとの位相合成し 8方向の複素 (直交)データが出力され
るが、そのうちの 2方向 (2ch)を HDDアレイに取り込むことができる。1chにつき、real、imaginaryが各 8bit
である。すでに、専用のビューワーと FFTプログラムが動くようになり、FFTについては、2の 23乗ポイント
の FFT/IFFTの実行ができる。以下のテストを行った。(1)　 8bitにおける LSBエラーをチェックするため、ラ

ンプデータをAD変換機から発生させ、HDD Arrayに全 bitが完全に記録された。(2)　ファンクションジェネ

レータからの 1MHz、100mVppの正弦波を同じ条件で AD変換機に入力し、HDD Arrayに全 bitが完全に記録
された。


